
 

 

 

 

令和５年１０月１２日 

報道機関各位                                     北九州市上下水道局 
 

高校生が「じゅんかん育ちのさつまいも」を通じて 

ＳＤＧｓを学び、収穫体験を行います！ 
 

 
■ 北九州市上下水道局では、SDGｓの推進に向け、下水道資源の肥料化を目指しています。

その取り組みの一つとして、今年初めて日明浄化センターにおいて下水処理水を活用した

「じゅんかん育ちのさつまいも」を栽培しました。 
 

■ この度、「星琳高等学校（八幡西区）」の生徒が、日明浄化センターで、下水道の仕組み・ 

役割、循環型社会の推進について学ぶとともに、「さつまいも」の収穫体験を行います。 
 

■ 収穫した「さつまいも」は、星琳高等学校の生徒が調理し、「文化祭」に出展します。 

 

１ 『校外学習』 × 『さつまいも収穫体験』  

（１）日 時  令和５年１０月１９日（木） ９時３０分～１１時３０分 

（２）場 所  日明浄化センター（北九州市小倉北区西港町９６－３）別紙１ 

（３）参加生徒 食物調理科とボランティア部員 約 25人 

※取材を希望される方は事前にご連絡ください。 

（４）スケジュール 

時 間 内 容 

9：３０ 

 

1０:００ 

～１１：３０ 

【校外学習】ビジターセンター内 

「下水道と循環型社会」 
 

【じゅんかん育ちのさつまいも収穫体験】 

取材可能 

 

 

 

 
 
２ 星琳高等学校文化祭  

（１）日 時  令和５年１１月１１日（土） ９時～１４時 （一般公開 ・取材可能） 

（２）場 所  星琳高等学校（北九州市八幡西区青山３－3－１） 

※取材を希望される方は事前にご連絡ください。 

 

PRESS RELEASE 

【問い合わせ先】 

（日明浄化センター校外学習・収穫体験） 

上下水道局下水道計画課 （担当：西田(課長)、松田(係長)） 

電話：０９３－５８２－２４８０  
（星琳高等学校文化祭） 

星琳高等学校（担当：久保（校長）、香野（教頭）） 

  電話：０９３－６３１－５３５０ 

「じゅんかん育ち」とは？ 

・下水再生水、下水汚泥からつくった肥料で育てた農作物（下水道発食材）の愛称。 
・国土交通省では、下水道資源を農作物の栽培等に有効利用する取組を推進しており、 
安全で美味しい食材として全国各地で注目されています。 

上下水道局のキャラクター 

「スイッピー」 
学校法人 能美学園 

星琳高等学校 

試掘したさつまいも（約 30 ㎝） 


